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年度平成 51 [終了予定] 年度-　 　

区内在住・在勤の女性

〔法令等名〕

1,765

0

　決算額　　(単位：千円) 1,677

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

乳がん等健康教育受講者数

女性はその特有の身体的特徴を有することにより、生涯のライフステージごとにさまざまな健康課題に直面する。それに対
し、心身両面での健康づくりを支援することにより、健康不安を軽減し生涯にわたり主体的に健康管理を行えることを目的と
する。

　

12

委託内容

事業区分

その他サービス

平成２７年度　事務事業評価シート

地域保健法、健康増進法、母子保健法根拠法令等

事業対象

事務事業名 女性のトータルヘルスサポート

法令（義務）

所
管

健康部

保健サービス課

[事業開始]事業の開始・終了年度

事
務
事
業
の
概
要

なし

①女性のための健康相談:女性医師による相談　産婦人科医月１回
②子育てママの健康診断:子育て中の母親に対し保育付きの健診と良好な生活習慣確立のための助言・指導を行う。(年6回、2日制　35
名/1回)
③乳がん自己検診法普及事業:乳がんの正しい知識と自己検診法の普及を図る
④女性の健康教育:女性特有の健康課題に関する正しい知識の普及を図る

補助金の有無

２６年度

都

回女性のための健康相談　　　　　

事業内容

委託の有無

事業目的

指標の名称種　別 (単位)

活動指標
22

1,765

13,038

人

回

成果指標
子育てママの健康診断利用者数

9,580　人にかかるコスト（人件費など）

3

12,857

新規で乳がんのポスターを作成し、女性の健康課題の啓発や乳がん自己検診法の普及を行った。昨年度に引き続き、
地域イベントなども活用し、より多くの対象者に健康教育を行うことができた。

0

29

210

1107

27

172

13,667

11,902

0

前回評価から
改善した事項

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 10,420

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

女性の健康不安の解消や疾病の早期発見や主体的な健康管理能力の向上のためにも必要な
事業であり、今後も継続実施していく。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

３０～４０代の育児中の女性が健診を受ける機会は十分ではなく、自身の健康管理に目を向ける貴重な機会
であり必要性は高い。

維持

評
価
結
果

乳がん自己検診法は、あらゆる場(乳がん検診の直後・育児相談・児童館の幼児タイム等)を活用し、受講者の
増につながった。また女性相談は、女性が安心して相談できる機会を提供でき、利用者の満足度も高い。今後
も周知を図っていきたい。

3 女性が気軽に相談できる機会をつくることで、不安軽減や健康管理に役立っている。

女性のための健康診断は受診希望者に対し、効率的に運営されている。健康講座は依頼のあった団体への
出張型にかえ、保健所に来る機会の少ない対象者へも啓発活動を行うことができた。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

目的達成度 4

0

11,258

財源項目

(単位：千円)

必要性

0

685 810

13,863

14,548

838

効率性

1,510

26

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

２５年度２４年度
目標値

（２９年度）

12

29

1,510

10301,100 404人

16

145

11

152

乳がん等健康教育実施回数

1,652


